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マツノマダラカミキリ（以下、本種とする）

Monochamus alternatus は，マツ材線虫病発生生

態におけるマツノザイセンチュウ（以下、ザイセ

ンチュウとする）Bursaphelenchus xylophilus の

主要なベクターとして位置付けられている

（Mamiya and Enda, 1972；森本・岩崎、1972）。

性成熟した成虫はマツ類の衰弱木や新しい枯死木

などから発散されるマツ揮発性物質に誘引されて、

これらの寄主樹木に飛来する（山根、1975；山

根ら、1975；Ikeda et al., 1980；池田ら、1986）。 

本報では本種成虫が夜間に寄主樹木で繁殖行動

を行う習性（Okamoto, 1984）を利用し、成虫の

大量捕獲を試みたので報告する。また、捕獲器具

として「マダラスイープ」を考案したので、併せ

て紹介する。 

 

１．誘引木の設置 

 本種成虫は夜間に繁殖のためにマツ類の衰弱木

や新しい枯死木に飛来する。成虫発生期の夜間（日

没～深夜）にこれら寄主の樹幹を見回り、成虫を

見つける。樹液に集まるクワガタムシ採集とよく

似ている。捕獲前に衰弱木や新しい枯死木を見つ

けて目印（蛍光テープなど）を付けておくことは

重要である。また、林分の不要なマツを誘引木と

して利用する。捕獲１週間ほど前に、マツ樹を地

際で伐って他の木に立てかけておく、または地際

にドリル穴を開け、少量（地際直径 15cm では約

1cc）の除草剤原液（グリホサート系）を注入する

と、誘引木を作出することができる。 

写真－1 マツノマダラカミキリ成虫の夜間繁殖行動 

A：メスを待ち受けるオス、B：交尾、C：産卵 

写真－２ マダラスイープによる捕獲 

A、B：捕獲方法（矢印は成虫）、C：捕獲された成虫 

 

２．成虫の捕獲 

 夜間に樹幹でメスを待ち受けるオス、交尾中の

オス・メス、産卵行動のメスが主な捕獲ターゲッ

トになる（写真－１）。手が届く範囲ではハンドキ

ャッチ、それより高所ではマダラスイープによる

捕獲が適している。マダラスイープでも届かない

高所にいる成虫は、驚かせないように静かに放置

しておくと、後で下方まで降りてくる可能性があ

る。樹幹には複数の成虫が見られることもあり、

全体像を把握してから捕獲を始め、その都度、残

りなく捕獲する。 

LED ヘッドライトを装着し、左手に LED ハン

ディライト、右手にマダラスイープを持ち、ハン

ディライトで寄主樹木の樹幹を照らし、成虫を探

す（右利きの場合）。 

２－１．ハンドキャッチによる捕獲法 

 手が届く範囲で成虫を見つけた場合には、ハン

ドキャッチが適する。成虫へ視線を向けたまま、

マダラスイープを静かに地面におく。そっと木に

近づき、素早く手で成虫の背中側を手先全体で押

さえるか、触覚の付け根をつかむんで捕獲する。

LED ライトの直接照射に驚いて逃げることもあ

るので、成虫を見つけたら LED ライトの光焦点

をずらし、強い照射を極力与えないようにするこ

とが大切である。 
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２－２．マダラスイープによる捕獲法 

マダラスイープは軽量（約 120g）であるため、

片手で扱うことができ、園芸用ポールがしなやか

なカーブを描き、捕獲部のエッジ部分が樹幹に適

度な圧を与える（写真－２）。 

手が届かない場所で成虫を見つけた場合はマダ

ラスイープを使う。左手にハンディライトを持っ

たまま使う。ターゲットの成虫の少し下方の樹幹

にマダラスイープのエッジを静かにあてる。その

まま上方に向かって樹幹を滑らせるように成虫を

スイープする（写真－２）。捕獲した成虫がキャッ

チされると、逃げ出すことは難しいが、速やかに

回収しておく。  

２－３．マダラスイープの作成 

ハンガー（針金タイプ）、ジップロック付きポリ

エチレンバック（商品例：リード（LL：サイズ

38.0×28.0cm、厚さ 0.06mm））、軽量園芸用ポー

ル（商品例：ダンポール（直径 7.5mm、長さ

130cm））、布テープ、接着剤（商品例：ボンドG17）、

ハサミ、カッター、千枚通し、ステーブル（針の

商品例：マックス針 NO.11-1M）、ビニールタイ（幅

2.5mm、長さ 10mm）などを準備する。作成方法

は図－１に示す。 

Ａポリエチレンバック（以下、ポリバックとする）の加工 

①カッターやハサミを使い、ポリバックの上シート１枚に２
箇所の切れ込みを入れる（実線）。②上シートに千枚通しの
ようなものを使い、×部分に小さな穴を開ける。 

Ｂハンガー（針金タイプ）の加工 
③ペンチなどを使ってハンガーを変形させる。 

Ｃ組み立て 
④変形させたハンガーの先端をポリバックの内から②の穴
に通して外に出しながら、変形させたハンガー（③）全体を
ポリバックに入れ込む。 ⑤②で切れ込みを入れた上シート
の左右の三角形部分を図Ａの点線で折り曲げ、ハンガーの上
部の針金を巻き込むようにきっちり入れ込み、ステーブルで
固定する。⑥上シートの破損防止のために、表から布テープ
でハンガーの針金を挟み込んで裏まで貼付け、上シートとハ
ンガーの針金をステープルで固定する（３箇所）。⑦ハンガ
ーの針金を通した穴の周りのシートを少し引き寄せ、布テー
プとビニールタイで針金に固定する。⑧ポリバックのエッジ
部分を接着剤で貼り合わせる。 

図－1 マダラスイープの作成 

 

３．成虫捕獲による被害防除の可能性 

 石川県加賀市片野町，金沢市坪野町および羽咋

郡志賀町火打谷のアカマツ林で、2018 年６月下旬

から７月中旬までのべ６日間、21 時間の捕獲時間

で、トータル 130 個体の成虫を捕獲できた。その

うち、加賀市の時間あたり 8.3 個体がもっとも捕

獲効率が高かった。 

 本種成虫はマツ材線虫病の病原体であるザイセ

ンチュウの媒介者である。被害の蔓延防止のため

に、成虫駆除を目的とした薬剤散布が実施されて

いる。しかし、防除現場で実際に死亡した成虫を

確認できる機会は少ない。今回、成虫が衰弱木や

新しい枯死木に誘引される習性を利用して、捕獲

技術を考案した。捕獲された成虫には 10,000 頭以

上のザイセンチュウを保持した個体も含まれてお

り、本種成虫の大量捕獲により、マツ材線虫病の

蔓延防止に寄与できる可能性がある。 
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